
39

　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２６年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
9. 教育費 1. 中学校学校運営事業

3. 中学校費

1. 学校管理費 教育総務課

（佐倉市）　　

-

平成23年度 -

経常 単独 通常 0 0 160,253
平成24年度 -

平成25年度 -

平成26年度 -

平成27年度 -

0

164,439 164,439

中学校11校への予算配分を行い、学校運営に必要な経費 　中学校の適切な運営を図ります。学校施設の維持管理 　中学校運営を効率的・効果的に行い、学校教育を充実

を計上します。 ・管理運営を効率的に実施するとともに、学校運営を推進します。 させます。

（主な経費は、消耗品費・光熱水費・修繕料・電話代・備品購入費等で

す。）

　限られた予算の中で経費の優先性を見極め効果 　消費税の増税に伴い配分経費について必要額を 　学校配分経費については、毎年各学校へ事前に

的な配分を行うこと。学校間の連携や相互の支援を促進し、効率的で円 再度見直し予算要求を行った。 要望調査を行っている。事前の調査結果をもとに各学校の予算担当者と

滑な学校運営を図ること。 教育委員会事務局３課（教育総務課、学務課、指導課）でヒアリングを

行うとともに、学校営繕に関しても詳細な聞き取りを実施し、教育環境

の充実に役立てている。

08 745 696 49

11 153,057 152,280 777

12 6,277 5,711 566

14 806 783 23

16 829 850 △21

18 2,725 2,786 △61

差引一般財源 0 164,439 0 164,4


